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研究成果の概要（和文）：本研究は、協同的な活動についての保育実践事例の観察と、保育者へのインタビュー
を通して、保育者の専門性形成過程のモデル化を行うことを目的とした。
保育園及び幼稚園での継続的な保育観察を通して、複数の協同的な活動についての実践事例を収集すると共に、
保育カンファレンスや保育者へのインタビューを行うことで、保育者がどのように、協同的な活動の援助方略を
身につけていくか、その過程を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to  model the professional development of 
childcare providers through observation of childcare practices about cooperative activities and 
interviews with childcare providers.
Through continuous observation of childcare in preschool and kindergarten, several practices were 
collected. Furthermore, through childcare conferences and interviews with caregivers, the process by
 which caregivers acquire strategies for assisting cooperative activities was clarified.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では特に、幼児同士が共通の目的を持って取り組む「協同的な活動」に着目した。協同的な活動について
は、現行の指針・要領において、学びの基礎力として位置づけられる協同性を育む活動として位置づけられ、今
日、広く保育現場に取り入れられている。こうした協同的な活動の形成過程を明らかにすると共に、協同的な活
動を援助する保育者の専門性形成過程を明らかにした実践的意義は大きいと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
保育者の専門性を「実践知」から捉えようとする研究が始まっている。教師の専門性を研究し

た久冨（1994,2008）によれば、実践知とは、「個々の教師が生徒たちと接する中で見つけ出し学
んできた、状況の中に埋め込まれた知識や技術であり、専門職としての教師たちのコミュニティ
の中に蓄積され、継承されてきたもの」とされる。本申請課題で対象とする保育者の実践知も、
保育者コミュニティの中で蓄積、継承されるものと考えられるが、そうした実践知の獲得過程に
ついては、これまで充分明らかにされてはいなかった。 
本研究では特に、幼児同士が共通の目的を持って取り組む「協同的な活動」に着目する。協同的
な活動については、現行の指針・要領において、学びの基礎力として位置づけられる協同性を育
む活動として位置づけられ、今日、広く保育現場に取り入れられている。こうした協同的な活動
の形成過程を明らかにすると共に、協同的な活動を援助する保育者の専門性形成過程を明らか
にすることができれば、その実践的意義は大きいと考えられる。 
 
２．研究の目的 
まず、保育園・幼稚園それぞれにおいて継続的な保育観察を実施し、協同的な活動の実践事例

を収集する。また、保育者が他の保育者と日常的に交わす会話や、保育実践を交流する保育カン
ファレンス場面の観察を通して、保育者の実践知の獲得過程を明らかにし、モデル化することを
目的とする。 
 
３．研究の方法 
研究 1 協同的な活動は、子どもの興味・関心が組織的、集団的な活動として高まるところに実
現するものであり、あらかじめ実践を予測することが出来ない。そこで 20XX 年 4 月～20XX＋1
年 3月まで、幼稚園において継続的に保育観察を行い、協同的な活動のエピソードを抽出するこ
ととした。 
研究 2 20XX 年 10 月～20XX 年 3 月までの 6ヶ月間、保育園における継続的な保育観察と、実践
をふり返る保育カンファレンスの観察を行った。 
研究 3 20XX 年 9月～20XX＋2年 3月までの 1年 7ヶ月間、保育園において継続的に保育観察を
行い、協同的な活動のエピソードを収集した。 
 
４．研究成果 
研究 1 ここでは、20XX 年 10 月頃から、子どもたちの間でブームになった「葉っぱを使った制
作活動」に注目する。この活動は、年長クラスの女児が登園時に見つけたという、沢山の葉っぱ
を仲間に見せたところからはじまる。多くの子どもが女児の集めた葉っぱに注目するなか、保育
者が葉っぱを台紙に貼り付ける方法を教えることがあった。集めた葉っぱの名前を調べ、図鑑の
ようにして楽しむ子どももいれば、貼り付けた作品そのものの美しさを楽しむ子どももおり、幅
のある楽しみ方をしていた。 
 当該の実践は、女児の興味からスタートしているようにも見えるが、インタビューを通して、
それ以前からの活動との接続が明らかになった。①前年度に保護者たちが配布した、園内の樹木
マップがこの年にも利用されていた。②当該年度のはじめ、子ども達が「果物の種を集める」こ
とに熱中することがあり、その際に小学校教諭から受けたアドバイス（種の保管方法や、掲示方
法）が生かされていた。このように、協同的な活動の展開は予想できないものであり、なにが起
きるか分からない「不確実性」を楽しむことが、協同的な活動において重要になることが示され
た。  



研究 2 本研究では、10月から 11月にかけて行われた芋掘り（サツマイモ掘り）に関わる一連
の協同的活動について、特に、芋掘りの準備段階（10月 18 日）でのクラス会議に焦点を当てて
分析を行った。 
その結果、グループ意識の希薄な子どもたちに、仲間と共通の目標を持って欲しいという保育者
の意図と、なぜグループで 1つの箱を作るのかという、子どもにとっての活動の目標を繰り返し
確認する作業を通して、段ボールに色を塗るという活動の計画が修正されていく様子を捉える
ことができた。 
特に、本研究で対象とした 4・5歳児クラスを担当していた A保育者は、これまで 4・5歳児クラ
スの担当経験がなく、クラスでの活動をどのように進めていくのか手探りの状態であった。そう
した中、B 保育者に主任を加えたクラス会議での議論は、活動の意図を明確にするだけでなく、
子どもたちの思いを大切にした援助のあり方を継承していく場となっていた。 
 
研究 3 本研究では、6 月から継続的に取り入れられていた「マット取り」と呼ばれる遊びの実
践を取り上げる。マット取りは、対面する 2チームでマットを引き合い、自陣に持ち込んだマッ
トの数が多いチームが勝ちとなる。ルール自体は単純なものであるが、子ども達は遊びの中でど
のマットを取りに行くか、取った後には誰を助けるのかといった作戦会議を行いながら、遊びを
進めていく。また、マットが少しでも自陣に入れば取ったことになるのか、全部取り込まないと
取ったことにはならないのかといった、ルールそのものについての合意形成が行われることも
ある。 
 分析の結果、初めて年長クラスを担当した B保育者が、職員会議の中で、①1人ひとりの遊び
への参加形態をとらえること、②話し合いの目的を明確にすること、③子ども自身に判断を委ね
ること、の大切さに気づく過程が見出された。 
 
まとめ 本研究を通して、協同的な活動を援助する上で、保育者は実践の展開が見通せない「不
確実性」を楽しみながらも、子ども自身が何をどうしたいのかということに気づくことが出来る
よう、話し合いの意図を明確化させるという、多重の援助が必要となることが明らかとなった。
こうした複合的な作業は、保育者個人で意識化することは難しく、実践を省察する保育カンファ
レンスのような場が欠かせないことも明らかとなった。 
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